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第1回 5月 30日 （金）
第2回 6月 27日 （金）
第3回 7月 30日 （水）　31（木）　8月1日（金）
第4回 10月 17日 （金）
第5回 11月 21日 （金）





















































































































































































































































































































































































von cotouo qiqu yori cocoro vodoroqi 
midarHtH arumo ararHnHEa ÀtomHuo 
sarani fabacarazu, banmin no nacauo 
vaque xinoguite, core made core made 








































































The 14th International Conference of EAJS （European Association for 




（European Association for Japanese Studies, ヨーロッパ日本研究協会）の主催する国際会議が開催されま
した。この会議は3年に1回、欧州の大学を開場に開催される日本学に関する欧州最大の国際会議で、今回は
Interdisciplinary、Urban, Regional and Environmental Studies、Language and Linguistics、Modern 
Literature、Pre-modern Literature、Visual Arts、Performing Arts、Anthropology and Sociology、
Media Studies、Economics, Business and Political Economy、History、Religion、Intellectual History 
and Philosophy、Politics and International Relations、Japanese Language Teaching といった日本をめぐ
る15の主題別セクションが立てられ、多くの研究成果が報告され討議が行われました。
初日の27日（水）には、ウェルカムリマークスの後、柄谷行人氏によるNeo-liberalism as a Historical Stage







催のWorkshop on Japanese “character” in communication and grammar、筑波大学・リュブリャーナ大






















































































































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4
8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25
29 30 31 26 27 28 29 30
●開館 :9:30～18:00　　●請求受付 :9:30～12:00,13:00～17:00　　●複写受付 :9:30～16:00
ただし、土曜開館日は、
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